
令和４ 年度

水産土木工事実施担当職員研修会

参 加 者 募 集 案 内

開催期日

場 所

主催： 一般社団法人 水産土木建設技術センタ ー

後援： 水 産 庁

令和５年１月17日（火）～18日（水）２日間

銀座ユニーク ３ 階 G301大会議室

〒104−0061 東京都中央区銀座５丁目14−６橋ビルⅡ

電話 ０３−６２６４−０２４０

〔 開催の趣旨〕
この研修会は、都道府県職員及び市町村職員を対象に、水産基盤整備事業制度についての知識及び

設計・積算・施工・検査等の業務内容とそれらの注意事項、水産庁における市町村支援の取組み、機能
保全計画における日常点検、労働災害の防止とヒューマンエラー対策並びに会計検査実例について講義
を行います。講師は水産庁担当官、学識経験者及び会計検査院OB等の専門家に担当いただき、水産土
木工事の適正な執行を確保し、会計検査等において適正に対応することを目的として開催するものです。

◎研修内容及び時間割
第１日【１月17日（火）】

　　＊開講式 13：00～13：15
　　　・（一社）水産土木建設技術センター理事長・吉塚靖浩 挨拶
　　　・水産庁 漁港漁場整備部整備課長・中村 隆 挨拶
　　＊事務局からの連絡事項 13：15～13：20

１．水産庁事業制度の概要と水産庁における市町村支援について 13：20～14：20
（水産庁漁港漁場整備部整備課企画班・課長補佐 粕谷 泉）

休憩（10分）

意見交換 14：30～15：00

２．水産関係公共事業における最近の動向と水産庁の取り組みについて 15：00～15：30
（水産庁漁港漁場整備部整備課施工積算班・課長補佐 内山 唯士）

３．漁港漁場施設の老朽化対策と新技術の活用について 15：30～16：00
（水産庁漁港漁場整備部整備課設計班・課長補佐 田村 真弓）

休憩（10分）

意見交換 16：10～16：40

４．水産関係施設の災害の状況及び対応について 16：40～17：40
（市町村、都道府県を対象とした講義を想定）
（水産庁漁港漁場整備部防災漁村課水産施設災害対策室・室長 中村 克彦）

（次の頁へ）
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第２日【１月18日（水）】

５．機能保全計画における日常点検と対策の実施 9：20～10：20

（（一社）水産土木建設技術センター調査研究部・主任研究員 完山 暢）

６．会計検査院と工事の留意点 10：30～12：00

（福田技術士事務所・代表（（一社）水産土木建設技術センター・アドバイザー）福田 健志）

７．水産土木工事における頻発労働災害の防止とヒューマンエラー対策 13：00～14：50

（労働安全衛生総合研究所・安全研究領域特任研究員 高木 元也）

８．初めて携わる水産土木工事の積算・監督・検査業務 15：00～16：00

（（一社）水産土木建設技術センター・理事松江支所長 永井 克彦）

　　＊閉講式 16：05～16：20

◎研修参加申込要領等

（1）参加申込書の提出

別紙様式の参加申込書を12月12日（月）までに下記までFAXかメールにて提出してください。

ただし、定員50名に達した場合、申し込みを受理できない旨の通知をすることがありま

す。

〒104-0045 東京都中央区築地２−14−５サイエスタビル３F

　（一社）水産土木建設技術センター 企画普及部 宛

ＦＡＸ：03-3546-6826 メール：fukyubu@fidec.or.jp

（2）参加決定の通知

申し込みを受理した後に、参加決定通知を送付します。（12月下旬頃）

※新型コロナウイルス感染症対策のため、収容人数を限定したうえで、感染症予防対策

を講じて開催しなければならないこともありますのでご理解いただきますようお願い

いたします。なお、新型コロナウイルス感染症の発生状況によっては、受講定員を削

減させてもらう場合もありますので、予めご了承ください。

（3）参加費用（全て税込金額、内訳：テキスト代３,０５０円、他は受講料）

①当センターの会員となっている都道府県、市町村の職員：８,１５０円

②非会員の県、市町村職員：１６,３００円

（4）参加費用の支払方法

研修会当日に請求書等をお渡しいたしますので、２月末までに下記の金融機関へ振り込み

くださいますようにお願いします。研修会終了後の振込で結構です。

事前に見積書等が必要な方はお知らせください。（TEL 03-6260-6011（直通））

　＊払込金融機関名

三菱UFJ銀行 築地支店 普通預金 ０７５７７４１

口座名義 一般社団法人 水産土木建設技術センター

　　　　　　　　　　（払込手数料は、払込者負担でお願いいたします。）

シャ） スイサンドボクケンセツギジュツセンター

　（注）当センターでは昼食の用意、宿泊の斡旋をいたしませんので各自で対応をお願いします。



水産土木工事実施担当職員研修事業実施要領

１目的

水産土木工事の監督・検査など実施業務に携わる担当者の技術と知識の啓蒙普及及び資質の

向上のための研修を行うことにより、水産土木工事の適切な管理と的確な実施に寄与させよう

とするものである。

２事業の内容

水産土木事業を実施する市町村等の職員を対象として、水産土木工事の監督・検査に関する

知識・資質の啓発普及のための研修会を開催する。

３事業の実施方法

水産庁の後援により毎年１回、東京において２日間の日程で研修会を実施し、期日、場所、

研修の内容となる講演・講義等は別途定め、関係者に通知する。

４研修会への参加

（1）研修会に参加しようとする者は、別に定める様式の申込書を提出しなければならない。

（2）研修会の参加に伴う費用として、毎年別に定める額を参加者に負担させる。

（3）研修会の全日程に参加した者には、別紙様式の研修会参加証明書を交付する。

（注）研修会参加証明書は原則として全課程を受講した人に交付します。

（別紙様式）

水産土木工事実施担当職員研修修了証明書

（所属）

（氏名）

あなたは、水産庁後援による一般社団法人水産土木建設技術センター主催の令和３年度

水産土木工事実施担当職員研修会に参加され、研修を修了したことを証します。

令和 年 月 日

一般社団法人 水産土木建設技術センター

理事長 吉 塚 靖 浩



この募集案内に関するご質問、お問合せは、

一般社団法人 水産土木建設技術センタ ー 企画普及部へお願いいたします（受付時間10～17時）。

（電話  03-6260-6011（直通）　　FAX  03-3546-6826 Eメール  fukyubu@fidec.or.jp）

なお、この募集案内はセンターＨＰ（https://www.fidec.or.jp）よりダウンロードできます

ので、追加で必要な場合はそちらをご利用ください。

【 照会先等】

研修会場への交通案内

都営地下鉄 浅草線または

東京メ ト ロ 日比谷線

東京メ ト ロ 銀座線

東銀座駅（ ４ 番出口）

東銀座駅（ ６ 番出口）

銀座駅（ A5出口）


